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平成２９年度 指定管理者の第三者評価について 

 

１ 目的  

指定管理者による管理運営状況について、学識経験者等の第三者から評価を受けるこ

とにより、指定管理者制度の適正な運用や、制度導入施設のより良い管理運営と施設利

用者へのサービス向上を図り、今後の施設の管理運営などに的確に反映させることを目

的とする。 

 

２ 対象施設 

今年度は９施設・７指定管理者を対象とした。 

 

３ 実施方法等 

施設の類型ごと（施設管理型、自主事業型、収益事業型）に学識経験者や市民の代表

者等で構成する第三者評価委員会を設置し、指定管理者による施設の管理運営状況や制

度の運用状況を事業報告書、実地調査、指定管理者へのヒアリング等によって確認し、

２１の評価項目（施設・設備の維持管理状況、施設の運営およびサービスの質、収支状

況など）からなる「指定管理者評価シート」によって第三者評価を実施した。 

なお、「指定管理者評価シート」では、２１の各評価項目について、判断基準となる評

価事項を複数定めている。重要な評価事項を◎とし、評価事項のすべてに該当すればＡ、

◎のすべてに該当すればＢ、◎のうちひとつでも該当しなければＣと判断した。 

 

 （評価シートによる判断例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 評価結果（概要） 

全ての施設において、全般的に、より良い施設管理が行われているとともに、民間事

業者としてのノウハウを活かした運営が行われているとの評価となった。一方で、各施

設の性質や目的に応じて、より良い施設に向けた管理運営を図っていくために、いくつ

かの指摘がなされている。特に、利用者から寄せられた意見等の内容およびその対応状

況に対する公表状況や、更なる利用者数の増加に向けた情報発信について工夫を要する

とともに、西山公園全体の魅力向上を図るために、西山公園と道の駅西山公園、嚮陽会

館の指定管理者と鯖江市が一体となって取り組むことへの必要性について指摘があった。 

 

５ 各施設の評価結果 

（1）嚮陽会館、嚮陽会館前駐車場、ふれあい広場駐車場･････････････････････   1 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 鯖江市嚮陽会館、嚮陽会館前駐車場、ふれあい広場駐車場 

指 定 管 理 者 株式会社 きょうよう企画 

所 管 部 署 総務部 総務課 

 

２ 総評 

 

鯖江市嚮陽会館等の指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い施設管理を

行っているとともに、民間事業者としてのノウハウを活かした運営を行っていると評

価できます。 

特に、開館から３０年以上経過しているにもかかわらず、館内の部屋や廊下は綺麗

に管理され、館内の中庭は趣深い日本情緒を醸し出していることから、来館者に好評

を博しており、今後とも良好な施設管理を継続していただきたい。 

また、館内の案内表示については、事務所の位置を表示したパネルを玄関や事務所

前に設置するとともに、行事案内を利用者に見やすいように文字を大きくするなど、

来館者目線で積極的な改善がなされていました。 

さらに、施設の利用状況については、利用者数などの各種数値のグラフ化を行うこ

とにより、施設稼働率の増加に向けた分析をしっかりと行っており、今後とも施設稼

働率の増加に向けた取組みを行っていただきたい。 

一方で、備品の一部の管理状況や、アンケートの配布と公表の方法、駐車場の無料

化措置のあり方を見直していくことが望まれます。 

今回の第三者評価では、鯖江市の中心地にある施設として相応しい美観を維持し、

市外を含めて多くの方が利用する施設として管理運営を行っていくとともに、来館者

の安全安心はもとより、更なるサービスの向上につながるよう、今後とも努力される

ことを期待します。 

 

 

 



 

2 

 

３ 評価結果一覧 

 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 施設目的の達成度 
施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ａ Ａ Ａ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 清掃業務 利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 

Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 
個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 

Ａ Ａ Ａ 

7 事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 災害発生時の対応体
制の確立 

災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ａ Ａ Ａ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 指定管理料の執行状
況 

指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。    

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ その他    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ａ Ａ Ａ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

プロムナードやギャラリーを

休憩の場として利用できるよう

工夫していただきたい。 

プロムナードやギャラリーの利用のない

日は、現在も、休憩の場として利用してい

ただいておりますが、より休憩しやすい環

境づくりに努めていきたいと思います。 

第１－１ 

2 

 シートの一部が破けたソファ

を置いておくことは美観上の問

題があるため、そのソファを撤去

していただきたい。 

 ご指摘のありましたソファは撤去しまし

た。今後は、美観上問題があるソファは撤

去していきます。また、更新につきまして

は、総務課と協議していきます。 

第２－２ 

3 

廊下や階段下に長机や有孔ボ

ードを置いておくことは美観上

の問題があるため、それらの備品

の設置場所を見直していただき

たい。 

 倉庫等に収納し、使用していない机・椅

子等は１０月中旬に整理します。 

 整理・整頓後、廊下や階段下に置かれて

いる長机や有孔ボードを倉庫に移動しま

す。 

第２－２ 

4 

２階和室に靴べらを設置して

いただきたい。 

 靴べらは、２階和室出入り口に設置しま

した。 

第２－２ 

5 

アンケートを記入するための

座れる場所を設置し、そのアンケ

ートに対する回答書を近くに配

置するとともに、その回答書の文

字を大きくしていただきたい。 

 談話コーナーにアンケートＢＯＸとアン

ケートに対する回答貼り付け用のパネルを

設置しました。アンケートへの記入の際に

は、談話コーナーの机・椅子をご利用いた

だいています。回答書は文字を大きく見や

すくしました。 

第３－９ 

6 

駐車場の無料化措置の明確な

基準を設定し、その基準を踏まえ

た指定管理料となるよう、指定管

理者と施設所管課で協議してい

ただきたい。 

 施設所管課と協議した結果、従来どおり、

駐車場の無料化措置の基準を、鯖江市使用

料減免規程に基づく団体および市等が主催

の行事にのみ適用していきます。 

第４－３ 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 ふれあいみんなの館・さばえ 

指 定 管 理 者 公益社団法人 鯖江市シルバー人材センター 

所 管 部 署 産業環境部 商工政策課 

 

２ 総評 

 

ふれあいみんなの館・さばえの指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い

施設管理を行っているとともに、民間事業者としてのノウハウを活かした運営を行っ

ていると評価できます。 

事故防止対策への取組みについては、来館者が安全で快適に施設を使用できるよう

にするために、来館者に安全安心の利用に向けた声かけを徹底するとともに、館内の

危険が予想される場所に注意喚起を掲示するなど、事故防止対策に対して非常に高い

意識で取り組まれていました。また、館内では学童保育が行われているため、児童が

館内で活動するための安全確保への配慮がなされていました。 

さらに、施設の利用方法については、多目的ホール内で大きなイベントが開催され

る場合に、玄関から多目的ホール内までシートをひき、来館者が土足で入れるように

するなど、来館者目線の施設づくりに努めていました。 

一方で、施設利用に関するＰＲに工夫を要するとともに、来館者の利便性を向上す

るために、下足箱や玄関付近のレイアウトを見直していくことが望まれます。 

今回の第三者評価では、一定水準の管理運営がなされていることを確認できました

が、この施設を設置目的に沿い市民や勤労者に広く利用してもらう工夫が必要です。 
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３ 評価結果一覧 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ａ Ａ Ａ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 清掃業務 
利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 
個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 

Ａ Ａ Ａ 

7 事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 
災害発生時の対応体
制の確立 災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ａ Ａ Ａ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 
指定管理料の執行状
況 指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。    

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ その他    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ａ Ａ Ａ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

 施設を勤労者や市民に広く利

用してもらうために、施設利用に

関するＰＲを工夫していただき

たい。 

年度内に市の広報誌に掲載します。また、  

近隣の公共施設（鯖江公民館、嚮陽会館等

を予定）に当施設のパンフレットを置き、

更なる利用拡大に努めます。 

第１－１ 

第１－２ 

第３－１ 

2 

 現状の狭い下足箱では、利用者

の靴を収納できない場合がある

ので、下足箱への工夫と収納でき

ない靴への対応をしていただき

たい。 

 玄関に下駄箱を増設するスペースがない

ため、多目的ホール入口横にある下駄箱を

活用して利便性の向上に努めます。また、

履き間違えがないように利用者に番号札を

渡しトラブルのない様サービスの向上に努

めます。 

第２－２ 

3 

玄関付近に背の高い看板が設

置され、利用者の視覚や動線を遮

っており、玄関の利便性が低下し

ているため、玄関口を広く確保す

る工夫をしていただきたい。 

 １０月中に看板は利用者の方に迷惑にな

らない場所に移動し改善します。 

第２－２ 

4 

施設案内パンフレットに印字

された文章が斜め表記になって

いるものがあるため、改善してい

ただきたい。 

 次回印刷時に改善します。 第３－２ 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 鯖江市都市公園等 

指 定 管 理 者 パークサポート有限責任事業組合 

所 管 部 署 都市整備部 都市計画課 

 

２ 総評 

 

鯖江市都市公園等の指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い施設管理を

行っているとともに、造園業者としてのノウハウを活かした運営を行っていると評価

できます。 

特に、西山公園については、日本海側随一のつつじの名所として相応しい維持管理

が行われ、市内外の来園者が安心して楽しめる公園づくりがされるとともに、年間を

通じて利用者に西山公園の四季を知ってもらうために、園内にＱＲコード付きの看板

を設置し、来園者が西山公園の四季の映像を見て楽しむことできるような工夫がみら

れました。 

また、清掃業務については、来園者へのごみ持ち帰りの周知徹底と公園巡回時のご

み回収によって、公園の美化に向けた対策がしっかりとされていました。 

一方で、都市公園等を安心して利用してもらうために、来園者から寄せられた意見

等の内容およびその対応状況や、都市公園等の安全安心に関する情報をホームページ

等で提供することが望まれます。また、今回、委員会が視察した大谷公園について、

園内の案内板設置や、公園のＰＲ強化など、大谷公園をより多くの人に利用してもら

うための更なる工夫が求められます。 

今回の第三者評価では、一定水準の管理運営がなされていることを確認できました

が、来園者にとって安全安心な公園づくりに一層努めるとともに、西山公園や大谷公

園などの来園者を更に増やすために、イベントの企画や、公園の魅力を市内外へ積極

的にＰＲするなど、今後とも努力されることを期待します。 
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３ 評価結果一覧 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ａ Ａ Ａ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 清掃業務 
利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

   

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 
個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 

Ａ Ａ Ａ 

7 事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 
災害発生時の対応体
制の確立 災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ｂ Ｂ Ｂ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 
指定管理料の執行状
況 指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。    

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ その他    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ａ Ａ Ａ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

 大谷公園の駐車場付近に案内

板を設置し、実のなる木の配置や

トイレの位置、進入禁止の場所な

どの案内表示をしていただきた

い。 

平成３０年度内に案内表示内容、設置場

所等を市と協議して対応する。 

第１―２ 

2 

 市民がより安心して快適に公

園で過ごすことができるように、

事前に除草や遊具点検のタイミ

ングをホームページ等で公開し

ていただきたい。 

今後市と協議し、パークサポート有限責

任事業組合のホームページに『お知らせ』

等として公開するように努める。 

第２―３ 

3 

公園内に異常があった場合の

連絡先が記載された看板等を設

置していただきたい。 

平成２９年度内に表示内容を市と協議

し、平成３０年度に緊急時の連絡先を明記

した看板を設置する。 

第２―４ 

4 

意見、要望、苦情等の内容に応

じた対応の仕方や公表の方法を

検討していただきたい。 

平成３０年度から公表できるように市と

協議する。 

第３―９ 

5 

大谷公園の認知度を高めるた

め、大谷公園のＰＲに取組んでい

ただきたい。 

市と連携して大谷公園のＰＲに取組んで

いくように努める。 

第３－１０ 

6 

 パークサポート有限責任事業

組合が都市公園等の指定管理者

であることを市民に今まで以上

に認識してもらうために、団体の

ＰＲをしていただきたい。 

今後も西山公園のイベントに積極的に参

加・協力し、公園利用者とコミュニケーシ

ョンを図り、ＰＲに努める。また、公園内

での作業車等には『パークサポートＬＬＰ』

の表示を徹底してＰＲに努める。 

第６－１ 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 鯖江市民活動交流センター 

指 定 管 理 者 特定非営利活動法人 さばえＮＰＯサポート 

所 管 部 署 総務部 市民まちづくり課 

 

２ 総評 

 

鯖江市民活動交流センターの指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い施

設管理を行っているとともに、中間支援組織としてのノウハウを活かした運営を行っ

ていると評価できます。 

特に、施設管理については、施設の経年劣化による古さや老朽化を感じさせない清

潔感のある環境を維持されているとともに、館内のいたるところに案内や資料が配置

されるなど、利用者が気軽に使いやすい環境が整備されていました。 

また、安全対策については、利用者が使用するスペースに防犯カメラの導入や利用

者に対する張り紙等での注意喚起を設置するなど、指定管理者自身で工夫できる点を

速やかに導入していました。 

さらに、情報発信については、施設案内用リーフレットの作成や、市民活動団体の

活動を紹介する冊子「OSANPO」の作成のほか、ホームページやＳＮＳ等を利用した広

報活動、県の助成制度の紹介など積極的に実施されていました。 

一方で、備品や会議室の貸出方法についてと、情報発信の方法については改善を要

するとともに、安全対策については、緊急事態に対応できるよう受付体制を見直して

いくことが望まれます。また、中間支援組織としてこれまで大きな役割を担っていま

したが、今後も市民活動の拠点施設との連携を密にし、市内唯一の中間支援組織とし

ての更なる活躍を期待します。 

今回の第三者評価では、一定水準の管理運営がなされていることを確認できました

が、利用者の安全安心はもとより、中間支援組織としてＮＰＯ団体等の体制強化に向

けたコンプライアンス研修等を実施するとともに、ＮＰＯや市民活動に囚われすぎず

に、「あそこに行けば自分のやってみたいことができるかも」と思われるよう、市民の

まちづくり活動に対する支援を一層推進し、その活動をより多くの人に周知し理解し

ていただくような広報活動を行うよう、今後とも努力されることを期待します。 
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３ 評価結果一覧 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ａ Ａ Ａ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 清掃業務 
利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 

Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 Ａ Ａ Ａ 

7 
事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 災害発生時の対応体
制の確立 災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 
利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ａ Ａ Ａ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 
指定管理料の執行状
況 指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。 

   

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ モニタリング等における指摘事項への対処状況    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ａ Ａ Ａ 

第６ その他 

 1 
市民活動およびボラン
ティア活動の支援・推
進に対する取り組み 

市民活動およびボランティア活動に対する市民理
解の促進、相談等の事業を実施しているか Ａ Ａ Ａ 

市民活動の活性化と市民活動団体等の育成･推進の
ための事業を実施しているか。 

Ａ Ｂ Ｂ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

緊急事態に対応できるよ

う、開館時間中は職員に常駐

または連絡できる体制を整備

していただきたい。 

事務局職員または当番の係員が 1名で対

応する時間帯は、平日で 20：00～22：00と

日・祝日です。 

前記以外の時間帯は、事務所に複数の職

員が駐在しているため、緊急事態に対応で

きます。 

また、1名での対応時間帯で、事務所を空

ける際には、窓口カウンターに「只今席を

外しております。しばらくお待ちくださ

い。」と表記した案内プレートを置くととも

に、不在時間の短縮に努めています。 

緊急事態時には、職員および当番係員で

一次対応をした後、理事長（理事長に連絡

がつかない場合は、以下専務理事・副理事

長・施設長の順）に連絡し、事後の指示を

仰ぐ体制を取っております。 

共通編 

第１―３ 

共通編 

第３―７ 

共通編 

第３―８ 

 

2 

貸出備品は画像やメーカー
名、品番などを、貸会議室は
収容人数、広さ、部屋の様子
が確認できる写真などをＨＰ
に公開していただきたい。 

部屋の収容人数や広さについては、ＨＰ
での公開を開始しました。 
貸し出し備品情報については近々ページ

を作成して公開予定です。 

共通編 
第３―３ 

3 

より効果的に、情報が欲し
いと思っている市民に的確な
情報を届けるために、ＳＮＳ
の運用方法を再検討していた
だきたい。 

事務局だけでなく、運営者とも何らかの
連携を取る形で、より良い方法を検討した
いと思います。 
投稿の内容が、センターのホームページ

と関連する場合等は、記事内にリンクを設
置します。 

共通編 
第３―３ 
特別編 
第１―１ 

4 

情報を共有する際のネット
ワーク環境の構築、LANでの情
報共有とそれらのバックアッ
プシステム等を構築し、情報
の一元管理を図っていただき
たい。 

現在でも、施設管理データ等は、事務局
内の LANを使用して一元管理しています。
バックアップシステムは資金等の関係もあ
り、自動で行われる形ではありませんが、
月単位での担当者による HDDバックアップ、
年単位での光 Disk媒体へのバックアップを
励行しています。 

共通編 
第３―５ 

5 

全ての職員等に救命救急講
習を受講していただきたい。 

事務局職員および事務所当番を行う理
事・関係者については、概ね受講していま
すが、受講の現状を把握し、未受講者には
受講を促すとともに、未受講者のみでの事
務所当番は行わないようにいたします。 

共通編 
第３―６ 
共通編 
第３―７ 
共通編 
第３―８ 
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6 

事故や自然災害、Jアラート
等への対応など、幅広い緊急
事態に対応できるよう、消防
署、警察署などの関係機関と
ともに訓練を行っていただき
たい。 

火災時の避難訓練・消火訓練については、
消防署と連携し定期的に訓練を行っており
ます。 
またその訓練の中で適宜救急救命訓練も

行っております。 
警察署とは、不審者対策のため「警察官

立ち寄り所」としていただいております。 
その他の事態の想定については、関係機

関とも調整のうえ検討いたします。 
Ｊアラートへの対応は、その内容に応じ

て、館内の安全な場所に誘導するなどを、
訓練にも反映させる方向で検討いたしま
す。 

共通編 
第３―７ 
共通編 
第３―８ 

7 

各地区の市民まちづくり団
体の拠点施設として利用でき
るようにするとともに、それ
らの団体によるネットワーク
構築への支援を検討していた
だきたい。 

ご指摘いただいた事項は指定管理業務外
の内容ですが、市内各地区の市民まちづく
り団体に対しては、概ね各地区の公民館が
その役割を担っていると考えます。 
公民館を活動拠点としていない市民まち

づくり団体については、当施設をご利用い
ただいていると考えております。 
平成 25年度より受託・実施している「提

案型市民主役事業『市民まちづくり応援団
養成講座（地区版）』」の実施等を通して、
各地区の市民まちづくり団体や公民館との
パイプもできていることから、今後実施を
予定している「提案型主民主役事業『サバ
ヌシ総会』」等を利用して、団体同士のネッ
トワーク構築が図れれば良いと考えており
ます。 

共通編 
第３―１０ 

8 

指定管理者が実施する「ざ
つ神さまプロジェクト」を推
進するため、雑紙回収を広く
ＰＲしていただきたい。 

ご指摘いただいた事項は指定管理業務外
の内容ですが、当団体で取り組んでいる「ざ
つ神さまプロジェクト」は『雑紙でも資源
ごみとして回収対象となる』ことをＰＲし
ていくことが目的の事業です。 
町内会や町内団体・有志による自主的な

回収活動につながるようＰＲに努めます。 

共通編 
第３―１０ 

9 

施設に関することだけでは
なく、ＮＰＯに関する認知度
を高めるために、冊子「ＯＳ
ＡＮＰＯ」を更に広くＰＲし
ていただきたい。 

ご指摘いただいた事項は指定管理業務外
の内容ですが、「ＯＳＡＮＰＯ」については、
当団体でも認知度を高めたいと考えてお
り、ＰＲ方法について検討中です。 

共通編 
第３―１０ 

10 

掲示物の色あせや、掲示物

をとめるセロテープの劣化が

非常に多いため、色あせた物

は定期的に交換し、掲示用の

テープは劣化しにくいものを

使用していただきたい。 

全館の掲示物のチェックをもう一度行

い、劣化したものは貼り替え、撤去等で対

応します。 

在庫のある備品を使い終わり次第、長期

間掲示予定のものについては、劣化しにく

いテープを購入、使用するようにします。 

共通編 

第６―１ 

11 

近隣で大きなイベントがあ
る場合に、施設利用者用の駐
車スペースを確保するための
工夫をしていただきたい。 

駐車場混雑が予想される場合は、施設利
用者の要望も聞き取り、まなべの館とも連
絡を取り、コーンを立てる・ロープを張る
などして駐車スペース確保に努めていま
す。 

共通編 
第６―１ 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 鯖江市文化センター 

指 定 管 理 者 特定非営利活動法人 Comfortさばえ 

所 管 部 署 教育委員会 文化課 

 

２ 総評 

 

鯖江市文化センターの指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い施設管理

を行っているとともに、市民文化活動を行う団体としてのノウハウを活かした運営を

行っていると評価できます。 

特に、施設や備品管理については、老朽化した箇所を十分に把握し、できる範囲で

修繕するとともに、館内は清潔に保たれていました。 

また、ごみ排出量の抑制への取組みについては、ごみ箱の撤去、事業者への持ち帰

りの徹底など、ごみ削減に向けた対策がしっかりとされていました。 

さらに、自主事業については、ホワイエを活用したコンサートを実施するなど、施

設の利活用に工夫がみられました。 

一方で、施設を安心して利用してもらうために、利用者から寄せられた意見等の内

容およびその対応状況をホームページ等で提供するとともに、高齢者や車いす利用者

が利用しやすい施設にするための工夫を要します。また、自主事業の採算のあり方を

見直していくとともに、管理職は職員の業務状況を適切に把握することが望まれます。 

今回の第三者評価では、一定水準の管理運営がなされていることを確認できました

が、利用者にとって安全安心な施設づくりに一層努めるとともに、さまざまな人の意

見を取り入れて企画を積極的に開催していただきたい。また、施設の設置目的である

「市民の文化および教養の向上」を図るため、施設の職員はその目的を十分に理解し、

今後とも市民文化活動の拠点施設として管理運営していただくことを期待します。 
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３ 評価結果一覧 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ａ Ｂ Ａ 

2 施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ａ Ｂ Ｂ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 清掃業務 
利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 
個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 

Ａ Ａ Ａ 

7 事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 
災害発生時の対応体
制の確立 災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ｂ Ｂ Ｂ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 
指定管理料の執行状
況 指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。    

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ その他    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ａ Ａ Ａ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

施設利用者の概要が確認でき

るように、利用申請書の様式を見

直していただきたい。 

利用申請書は「鯖江市文化センター管理

および運営に関する規則」に規定されてい

る書式なので、所管課と相談し検討します。 

第１―２ 

2 

業務に係る情報を事務室等の

掲示板や行動表などに記載する

ことを徹底するなど、職員間の情

報共有を図っていただきたい。 

 月の主催事業およびホール利用について

は一覧を職員に配布しており、月の主たる

行事は事務所内掲示板に記載し、情報共有

をしています。 

第１―３ 

3 

職務分掌がわかるような組織

図などを施設利用者に見えるよ

うに掲示していただきたい。 

 現在掲示してある事務局座席図に主たる

職務分掌を加え、利用者が見てわかりやす

い組織図を速やかに掲示します。 

第１―３ 

4 

高齢者や車いす利用者がホー

ル横の多目的トイレを安全に利

用できるように、トイレまでの通

路や手すり、トイレのドアの仕様

を見直していただきたい。 

 耐震大規模改修時にトイレの改修も予定

されており、あわせて安全に利用できるよ

う必要な改修を行いますが、その改修まで

の間の応急的な対応については、所管課と

相談しながら、できることから順次実施し

ていきます。 

第２－１ 

第３―６ 

第３―７ 

5 

受付窓口や避難ルートの案内

など、館内の案内表示を増やして

いただきたい。 

 避難ルートを含めて適切な場所に館内案

内表示を速やかに設置します。 

第２－１ 

第３－２ 

第３－６ 

6 

 館内の目立つ箇所にある破損

したタイルを目立たない箇所の

タイルと交換するなど、修繕に工

夫をしていただきたい。 

 耐震大規模改修時に床の改修も予定され

ており、必要な改修を行います。それまで、

予備タイルを活用しながら、目立たないよ

う修繕に工夫します。 

第２－１ 

7 

 イベント会社にＰＲするため

に、専門業者がわかるような詳細

な備品台帳を作っていただきた

い。 

 詳細な備品台帳が作成されており、専門

業者にも対応しています。 

第２－２ 

8 

 施設の使用状況に応じた立入

区域の制限や職員による清掃な

ど、施設の美化を一層図るための

工夫をしていただきたい。 

 使用状況に応じ立入区域はパーテーショ

ンや立看板で分かるよう制限しています。

日々注意しながら施設周りも含めて美化に

努めており、更に毎月クリーンデーを設け

美化に努めています。 

第２－３ 
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9 

他の文化振興イベントの誘致

などの営業活動や、施設稼働率の

グラフ化による分析など、施設稼

働率を上げるための工夫をして

いただきたい。 

 アンケート調査や市場調査を通して幅広

い年齢、分野の企画を提案するとともに、

毎月の稼働率を集計分析しており、ホワイ

エの活用など施設稼働率を上げるよう、更

に工夫します。 

第３－１ 

10 

 ＨＰ等による情報発信の効果

などを分析し、効果的な情報発信

のあり方を検討していただきた

い。 

 ＨＰやＳＮＳ、マスコミなど状況に応じ

た媒体を活用しており、アクセス数など結

果を分析しながらより効果的な情報発信に

努めます。 

第３－３ 

11 

 近年の情報のデータ化に伴う

情報の消失・毀損などが問題にな

っており、バックアップ体制など

も含めて、情報の管理について総

合的に検討していただきたい。 

 ＰＣデータは全てバックアップされてお

り、紙データも含め重要なデータについて

は鍵のかかる場所に保管するなど厳正に管

理しています。 

第３－５ 

12 

 顧客情報が取扱いできる者の

範囲を制限するなど、個人情報の

取扱いについて一層の厳格な対

応をお願いしたい。 

 顧客情報および個人情報の取扱いについ

ては、外部に漏洩しないよう更に厳重に管

理しています。 

第３－５ 

13 

自然災害だけでなく、Jアラー

ト等への対応など、幅広い災害対

応に臨機応変に対応できる体制

を構築していただきたい。 

 災害に応じたフローチャートが作成され

ているので、Jアラートへの対応を補足する

とともに、訓練等を通して確実に対応でき

る体制を速やかに固めていきます。 

第３－８ 

14 

主な苦情等を「質疑等、Ｑ＆Ａ」

としてホームページに掲載して

いただきたい。 

苦情等の有無にかかわらず施設使用にあ

たっての「Ｑ＆Ａ」を、ホームページに掲

載しており、今後、随時更新していきます。 

第３－９ 

15 

全ての利用者に対して、施設の

状況や対応等のアンケートを実

施するとともに、そのアンケート

結果を施設所管課と共有してい

ただきたい。 

施設利用に対するアンケート実施だけで

なく、入場者に対するアンケートも随時実

施し、その結果をモニタリング等で所管課

と情報共有を図っていきます。 

第３－９ 

16 

自主事業の採算が取れるよう

な工夫をするとともに、施設のサ

ポーター制度を作って寄付を募

るなど収入が増える工夫をして

いただきたい。 

 自主事業については費用対効果を念頭に

企画を検討するとともに、協賛や広告料な

ど収入が増えるような工夫に次年度より努

めます。 

第４－１ 

第４－２ 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 鯖江市農林業体験実習館（ラポーゼかわだ） 

指 定 管 理 者 株式会社 清水会 

所 管 部 署 産業環境部 商工政策課 

 

２ 総評 

 

ラポーゼかわだの指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い施設管理を行っ

ているとともに、民間事業者としてのノウハウを活かした運営を行っていると評価で

きます。 

特に、建物や設備、備品の管理については、施設開館後２０年が経過し老朽化が見

られ、修繕箇所が多くなっている中で、利用者の安全に関わる箇所は最優先で修繕さ

れ、それ以外の箇所はできる範囲で随時修繕されており、建物等の長寿命化に努めら

れていました。 

また、施設の広報については、広報担当者を置き、ＨＰの内容充実や発信をしてい

く体制を整備するなど、広報の強化に向けて積極的に取組まれていました。 

一方で、料理メニューや体験講座、売店に地元産品を取り入れる工夫を要するとと

もに、地域イベントとの連携のあり方について検討することが望まれます。また、改

装工事終了後、速やかに備品台帳を見直していただきたい。 

今回の第三者評価では、一定水準の管理運営がなされていることを確認できました

たが、利用者の安全安心はもとより、河和田地区全体を盛り上げて話題性のある施設

になるよう、今後とも努力されることを期待します。 
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３ 評価結果一覧 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ｂ Ｂ Ａ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ｂ Ｂ Ｂ 

3 清掃業務 
利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ｂ Ｂ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 
個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 

Ａ Ａ Ａ 

7 事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 
災害発生時の対応体
制の確立 災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ａ Ａ Ａ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 
指定管理料の執行状
況 指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。    

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ その他    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ｂ Ｂ Ｂ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

今回の施設改修工事の終了

を契機に、備品台帳を見直し

ていただきたい。 

 備品台帳の整備につきましては、改装工

事終了後、市の担当部署の協力を得て速や

かに実施いたします。 

第２－２ 

2 

河和田地区のイベント等を

ＨＰに掲載するなど、地域イ

ベントとの連携を図っていた

だきたい。 

 河和田地区には、昔からの伝統ある行事

があり、またＲＥＮＥＷなど全国レベルの

催しものもあり、ラポーゼかわだもこれら

と積極的に連携するよう取り組み、ＨＰ等

を通じてＰＲに努め、ラポーゼの集客にも

つなげていきます。 

第３－３ 

3 

ＨＰの充実を図り、積極的

な情報発信をしていただきた

い。 

 ＨＰは改修を終え、従業員が随時新しい

内容のものに更新しながら発信していま

す。また、ＨＰへのアクセスデータを分析

し、よりタイムリーな情報発信を行い集客

に努めていきます。 

第３－３ 

4 

来年度開催される福井国体

や外国人観光客に対応できる

体制を整備していただきた

い。 

 お客様を心を込めてお迎えする準備とし

て、年２回の接遇教育を活用し従業員のレ

ベルアップを図り、福井県のイメージアッ

プに努めます。また、最高のおもてなしを

継続的に提供し、施設全体のイメージアッ

プも図ります。外国人観光客の対応につい

ては「指さし会話シート」をフロントに設

置し、利用するなどして対応いたします。 

第３－３ 

5 

災害時の地域との連携や、

施設以外での災害時の対応を

検討していただきたい。 

 鯖江市農林業体験実習館の管理業務に関

する基本協定書第３１条に規定の通り、災

害時には鯖江市の指示に従い対応いたしま

す。 

第３－８ 

6 

料理メニューや体験講座に

地元の食材を取り入れる工夫

をしていただきたい。 

 料理については、従来から福井県産を使

用し、おもてなしを行ってきました。また、

季節によって河和田の食材を活用した料理

を提供してきましたが、今後はさらにその

取組みを進めるとともに、お品書きに産地

を明記するなどお客様に更に周知していき

たいと考えています。 

第３－１０ 

7 

浴場へ行く際の廊下から見

える風景が寂しいため、寂し

くならないような工夫をして

いただきたい。 

 廊下の壁の活用を考えています。現在は

絵画と似顔絵を飾っていますが、今後は絵

手紙や写真など趣味のサークルにお願い

し、定期的な飾りつけを行っていきたいと

考えています。 

第６－１ 
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8 

売店コーナーの配置や、売

店コーナーにおける地元産品

をはじめとする商品の充実を

図っていただきたい。 

 売店については、現在品数も豊富ではな

く、お土産類も不足しており、国体の開催

を控え、商品の陳列する什器を含め、売店

コーナーの見直しを図りたいと考えていま

す。遅くても国体開催までには実施いたし

ます。 

第６－１ 

9 

 エレベーターの増設、トイ

レの改造など、高齢者や障が

い者に優しい施設づくりに努

めていただきたい。 

高齢者や障がい者に対しては、車いすを

積極的に貸し出し、食事会場を１Ｆの宴会

場を準備するなどの対応に努めており、少

しでも安心、安全に利用していただけるよ

う継続して取り組みます。 

第６－１ 

10 

 現在、子ども達の遊び場（遊

具）が乏しいため、パンダら

んどのようなアスレチック等

の設置を検討していただきた

い。 

 日帰り入浴や体験講座、ＢＢＱなど現在

のご利用項目のほかに、ラポーゼ前の河和

田川を利用したあゆつかみどり体験を実施

しています。今後も体験メニューやイベン

トの充実に努めてまいります。 

第６－１ 

11 

ロビーが暗く狭い印象を持

つため、ロビーのレイアウト

を工夫していただきたい。 

 ロビー全体のレイアウトにつきまして

は、昨年度見直しを行い現在のものとなっ

ております。狭いスペースに展示コーナー

や売店、テレビコーナーなどを配置するた

めなかなかすっきりしたものになりません

が、今後は売店コーナーの見直しを行うこ

とで全体を明るいイメージにしたいと考え

ています。 

第６－１ 
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平成２９年度 指定管理者第三者評価 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 道の駅西山公園 

指 定 管 理 者 富士屋・コーワグループ 

所 管 部 署 都市整備部 都市計画課 

 

２ 総評 

 

道の駅西山公園の指定管理者の管理運営状況は、全般的に、より良い施設管理を行

っているとともに、民間事業者としてのノウハウを活かした運営を行っていると評価

できます。 

特に、商品販売については、鯖江産野菜をはじめとした地元の商品を数多く取り揃

えているとともに、水ようかんバーガーなど期間限定の商品を提供するなど、利用者

が何度も来たくなるような工夫をしており、今後は新商品のＰＲについても徹底して

いただきたい。 

また、商品陳列については、売り場の棚を工夫して商品が見やすくするなど、魅力

ある売り場作りを積極的に取り組んでいます。 

一方で、施設を安心して利用してもらうために、利用者から寄せられた意見等の内

容およびその対応状況をホームページ等での提供を要します。また、交流室の管理運

営方法に工夫を要するとともに、混雑時の対処方法や県内外の方への情報発信の方法

を見直していくことが望まれます。 

今回の第三者評価では、一定水準の管理運営がなされていることを確認できました

が、利用者の安全安心はもとより、県内外の方が立ち寄りたくなる、「鯖江」を感じら

れるお店作りとそのＰＲを更に推進していただきたい。さらに、道の駅西山公園の指

定管理者は、道の駅西山公園が西山公園の玄関口の公共施設として、西山公園全体の

価値向上に重要な役割を担っていることを再認識していただき、パークサポート有限

責任事業組合と指定管理者、施設所管課の三者が協働して西山公園全体の魅力の向上

に取り組むことを期待します。 
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３ 評価結果一覧 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

施設所管課 

内部評価結果 

第三者評価機関 

評価結果 
第１ 総則    

 

1 施設の設置目的に基づ
く基本方針 

施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針
があり、職員が理解しているか。 

Ｂ Ｂ Ａ 

2 施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設の設置目的を達成
しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 職員の勤務実績、配置
状況 

管理職を含む常勤職員および非常勤職員の勤務実
績、配置状況は適切か。 

Ａ Ａ Ａ 

4 職員のマナー 利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 Ａ Ａ Ａ 

5 開館の実績 
仕様書または事業計画書のとおりに開館している
か。 Ａ Ａ  

第２ 施設・設備の維持管理    

 

1 建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理し、安全性の確保および
良好な機能の保持を行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 備品の管理 施設の備品を適切に管理しているか。 Ａ Ａ Ａ 

3 清掃業務 
利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届い
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

4 警備業務 安全、安心な環境を確保しているか。 Ａ Ａ Ａ 

5 
ごみ排出量の抑制へ
の取組み 

ごみ排出量の抑制に向けた取組みを行っている
か。 Ａ Ａ Ａ 

第３ 運営およびサービスの質の向上    

 

1 利用実績の把握等 施設の稼働率および利用実績の推移について、把
握および分析しているか。 

Ａ Ａ Ａ 

2 利用しやすい受付案
内の実施 

利用者が利用しやすい受付案内を実施している
か。 Ａ Ａ Ａ 

3 
施設の広報、施設の情
報の提供 

すべての利用者が等しく施設の情報を得ることが
できるよう、適切な情報の提供を行っているか。 Ｂ Ｂ Ａ 

4 サービス水準の確保 
個々のサービスについて、対応職員によって差が
生じないよう、施設のサービス水準を確保するた
めの取組みを行っているか。 

Ａ Ａ Ａ 

5 個人情報の保護 
個人情報の保護体制を確立し、適切な運用を行っ
ているか。 Ａ Ａ Ａ 

6 事故防止対策への取
組み 

事故防止のための体制を確立し、事故防止策を講
じているか。 

Ａ Ａ Ａ 

7 事故発生時の対応体
制の確立 事故発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

8 
災害発生時の対応体
制の確立 災害発生時における対応体制を確立しているか。 Ａ Ａ Ａ 

9 利用者の意見・苦情を
活かす仕組みの整備 

利用者にとって意見や苦情を伝えやすい環境を整
えているか。 Ｂ Ｂ Ｂ 

10 
自主事業、独自の工夫
等 

施設の設置目的を達成するため、施設を最大限に
活用するため、利用者のニーズに対応するために、
独自に工夫して取り組んでいる事業等があるか。 

Ａ Ａ Ａ 

第４ 収支状況    

 

1 
指定管理料の執行状
況 指定管理料を適正に執行しているか。 Ａ Ａ Ａ 

2 収支決算状況 収支状況は極端な赤字になっていないか。人件費
割合、外部委託割合などは適正な値か。    

3 経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか。    

第５ その他    

 1 
モニタリング等におけ
る指摘事項への対処状
況 

モニタリングや内部評価、外部評価、監査委員によ
る監査における指摘事項については、可能な限り速
やかに対処し、施設管理に活かしているか。 

Ａ Ｂ Ａ 
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４ 指摘事項報告書 兼 対応策回答書 

 

第三者評価機関記入欄 指定管理者記入欄 対応する 

評価項目 指摘事項（重大なもの） 
対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

1 特記事項なし 特記事項なし  

 
指摘事項（軽微なもの） 

対応策 

（いつまでに、どのような方法で、解決するのか。） 

対応する 

評価項目 

1 

 利用者に対して接客等の方

針を館内に掲示していただき

たい。 

対応済みです。 第１―１ 

2 

 芝生駐車場やバス駐車場を

障がい者用駐車スペースとし

て開放していただきたい。 

担当課とも打合せをしておりますが、開

放は、無人ではトラブルが予想されるので、

開放するときは警備や誘導等、看板の管理

を注意したいと思います。 

第１―２ 

3 

 商品納入業者が商品を説明

する機会を設けていただきた

い。 

現在も商品陳列時などに商品の紹介を出

来る限り実施しております。また、商品販

売拡大のために商談会などを積極的に増や

しております。(ただし、お客様の反応次第

で売れ行き次第で売れないと判断した商品

は削除しております。実際、毎月納入者は

増えております。） 

また、商品の紹介のチラシなどで、商品

説明をするなどの工夫をして出来る限り対

応いたします。 

第１―４ 

4 

 オープンテラスや西側の入

口の外に、テーブルやベンチ

を更に設置するなど、館内の

混雑時の休憩スペースの確保

に工夫していただきたい。 

つつじまつりなどのイベント時には、施

設内やオープンテラス、入口等に設置して

対応しております。 

夜間はたまり場になる事もあるので、外

での常時配置は考慮する必要があると考え

ます。ゴミやたばこ、飲酒等もあり今の数

が最低限度の雰囲気かと判断しておりま

す。 

第２－２ 

5 

 交流室の利用基準など交流

室に関する情報をＨＰ上で積

極的にＰＲし、交流室の稼働

率の向上を図っていただきた

い。 

交流室の利用基準は既に定めています

が、今後交流室の稼働率が上がるように、

利用基準を再検討します。 

また、ＨＰ上での掲載も少し工夫します。 

現在、ＨＰ管理者と協議で年内には対応

いたします。 

第３－３ 

6 

交流室を広報スペースとし

て利用するなど、交流室の利

活用方法を検討していただき

たい。 

担当課と協議して活用方法を検討しま

す。 

第３－３ 
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7 

交流室の予約に対するキャ

ンセル料のあり方を見直して

いただきたい。 

実際にキャンセル料をいただいているケ

ースはございません。確実な予約をいただ

くための条件（対応）なので、現行問題は

なく進んでおりますし、利用者にご理解は

いただいていると判断しております。他の

施設の対応状況を参考に、今後担当課と協

議します。 

第３－３ 

8 

食堂とエレベーターの利用

者により食堂の入口（自販機

前）が混雑するため、その混

雑を解消するための工夫をし

ていただきたい。 

混雑時は、スペースの確保が難しい現状

ですが、工夫を行い、案内しております。 

第３－６ 

9 

道の駅以外の苦情などを施

設所管課に逐次報告し、施設

所管課との情報の共有化を図

っていただきたい。 

重要事項は、電話や毎月の報告書等で担

当課へ報告しております。公園管理者と動

物園、道の駅との定期的な集まりを検討し

ます。 

第３－９ 

10 

利用者に対してアンケート

を定期的に実施し、その結果

を活かす取組みを行っていた

だきたい。 

随時アンケート用紙は準備しておりま

す。対応可能なことは即対応を行い、担当

課へ報告を行っております。書き込みも減

り、高評価や励ましのアンケートも多く、

現在は苦情等の書き込みが少ない現状で

す。 

第５－１ 

11 

ＨＰの充実を図り、県内外

の方に積極的な情報発信をし

ていただきたい。 

フェイスブックでの発信は行っておりま

す。 

ＨＰに関しても、現在対応中で改善を図

ります。 

第５－１ 

第６―１ 

12 

近隣関係施設や施設所管課

と連携して、ＨＰやＳＮＳで

の地元の情報発信を逐次行っ

ていただきたい。 

担当課と協議して可能な限り対応しま

す。 

第６―１ 
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鯖江市指定管理者第三者評価に関する要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、鯖江市が設置する公の施設に係る指定管理者の管理運営に関し、第三者

および専門の見地から評価、助言等を行うこと（以下「第三者評価」という。）により、利用

者へのサービスの向上と適正な管理運営を図ることを目的とする。 

（評価委員会） 

第２条 前条に規定する目的を達成するため、次に掲げる委員会（以下「評価委員会」という。）

を設置する。 

（１） 鯖江市指定管理者施設管理型第三者評価委員会 

（２） 鯖江市指定管理者自主事業型第三者評価委員会 

（３） 鯖江市指定管理者収益事業型第三者評価委員会 

（所掌事務） 

第３条 評価委員会の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 

（１） 施設および設備の維持管理の評価に関すること。 

（２） 運営業務およびサービスの質の向上の評価に関すること。 

（３） 収支状況の評価に関すること。 

（４） モニタリング、内部評価、外部評価および監査委員による監査における指摘事項へ

の対処状況の評価に関すること。 

（５） 指定管理者および当該施設管理所管部署に対する助言等に関すること。 

（６） その他委員会が必要と認めたこと。 

（組織） 

第４条 評価委員会は、それぞれ委員４名以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから市長

が委嘱する。 

（１） 市民の代表者 

（２） 学識経験者など施設の運営等に関して専門知識を有する者 

（３） その他市長が必要と認めた者 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は１年とし、再任を妨げないものとする。ただし、第３条に掲げる事務を

行い、当該年度における第三者評価を終了したときはその任を解かれるものとする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第６条 評価委員会にそれぞれ委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、評価委員会を招集し、会務を総理する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 評価委員会の会議は、委員の過半数以上の出席がなければ開くことができない。 

（関係者の出席等） 

第８条 委員長は、必要があると認めるときは、指定管理者、関係職員等の関係者の出席を求
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め、その意見または説明を聴くことができる。 

 （守秘義務） 

第９条 委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退いた後も同様と

する。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、委員長が評価委員会に諮って定める。 

附 則 

この要綱は、平成２９年８月１８日から施行する。 

 


